
　７月５日、東日本大震災に伴う被災地訪問のため、天皇、皇后両陛

下が本市を訪れました。

　市役所で市長から震災の状況や、その後の対応などについて説明を

受けられた後、第一中学校の仮設住宅集会場では、震災からこれまで

の暮らしなどについて、仮設住宅に住む市民の方々と懇談されました。

　天皇、皇后両陛下から「おからだは大丈夫ですか」とお声を掛けら

れ、復興に向けて勇気づけられました。

天皇、皇后両陛下が本市を訪問

２０１３年（平成２５年）

月１日号

No.918
８８８８

◆巻頭

防災

◆費用を一部助成

成人の風しん予防接種

◆紹介

陸前高田市派遣職員紹介

◆巻末

食改レシピ



２０１３年（平成２５年）　８月１日号　②

◎
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
ま
し
た

　

東
日
本
大
震
災
で
の
被
災
の
経

験
を
踏
ま
え
、
地
域
防
災
計
画
を

見
直
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
津
波

避
難
場
所
の
見
直
し
も
行
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
防
潮
堤
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
津
波
注
意
報
が
発
表
さ

れ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
浸
水
区

域
外
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
地

域
防
災
計
画
は
、
各
地
区
コ
ミ
セ

ン
に
置
い
て
い
る
ほ
か
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
防
災
欄
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

◎
津
波
防
災
マ
ッ
プ
を
新
し
く
作

成
し
ま
し
た

　

浸
水
想
定
区
域
の
見
直
し
に
よ

り
、
新
し
い
津
波
防
災
マ
ッ
プ
を

作
成
し
ま
し
た
。
下
矢
作
、
竹
駒
、

長
部
、
今
泉
、
高
田
、
米
崎
、
小
友
、

広
田
の
８
地
区
の
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
避
難
経
路
や 

一
次
避
難
場
所

お
よ
び 

二
次
避
難
場
所
の
標
高

な
ど
を
記
載
す
る
こ
と
で
、
よ
り

分
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
災
害
発
生
時
に
危
険
な
場
所

な
ど
を
早
め
に
確
認
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
津
波
防
災
マ
ッ
プ
は
、

お
住
ま
い
の
地
区
の
地
図
を
各
戸

１
枚
ず
つ
配
布
し
ま
し
た
の
で
、

防 

　
災

防 

　
災

【
用
語
の
説
明
】

※
１　

一
次
避
難
場
所
…
津
波
か

ら
生
命
を
守
る
た
め
の
高
台
な
ど

の
緊
急
避
難
場
所

※
２　

二
次
避
難
場
所
…
生
命
の

安
全
が
確
保
さ
れ
た
後
、
避
難
生

活
を
送
る
場
所

※
１

※
２



③

ご
家
庭
の
見
え
や
す
い
場
所
に
貼

っ
て
く
だ
さ
い
。（
生
出
、
二
又
、

横
田
地
区
を
除
く
。）

◎
災
害
に
対
す
る
備
え
を
お
願
い

し
ま
す

・
災
害
発
生
時
の
情
報
収
集

　

大
規
模
な
災
害
発
生
時
に
は
、

情
報
が
混
乱
し
ま
す
が
、
よ
り
安

全
に
身
を
守
る
た
め
に
は
、
迅
速

に
正
確
な
情
報
を
入
手
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
市
で
は
、
防
災
無
線

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
を
提
供

し
ま
す
が
、
こ
れ
以
外
に
も
携
帯

電
話
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
情

報
を
入
手
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

※
下
記
の
表
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

・
災
害
時
の
集
合
場
所

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際

に
は
、
携
帯
電
話
の
利
用
が
制
限
さ

れ
連
絡
が
取
り
づ
ら
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
日
の
昼
間
に
災
害
が

発
生
し
た
際
に
は
家
族
が
離
れ
離

れ
に
な
る
可
能
性
が
高
く
、
帰
宅

困
難
者
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
想
定
し
、

平
時
か
ら
家
族
が
集
合
す
る
場
所

を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
非
常
用
食
料
と
飲
料
水
の
備
蓄

　

大
規
模
な
災
害
発
生
時
に
は
、

食
料
や
飲
料
水
の
不
足
が
懸
念
さ

れ
、
ま
た
、
道
路
の
寸
断
な
ど
の

交
通
障
害
に
よ
り
、
外
部
か
ら
の

支
援
物
資
の
輸
送
が
滞
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
各
家
庭
で
備

蓄
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
簡
単

に
調
理
で
き
る
家
族
人
数
分
の
食

料
品
や
水
を
最
低
で
も
３
日
間
、

可
能
で
あ
れ
ば
一
週
間
分
を
備
蓄

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
８
月
か
ら
『
特
別
警
報
』
の
発

表
を
開
始
し
ま
す

　

気
象
庁
で
は
、
大
雨
や
津
波
、

高
潮
な
ど
に
よ
り
重
大
な
災
害
の

起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に
、

警
報
を
発
表
し
て
警
戒
を
呼
び
か

け
て
き
ま
し
た
。　

　

８
月
30
日(

予
定)

か
ら
、
よ

り
甚
だ
し
い
大
雨
や
大
き
な
津
波

な
ど
が
予
想
さ
れ
、
重
大
な
災
害

の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
知
ら
せ
、
特
別
な
警
戒
を
呼
び

掛
け
る
た
め
に
、
新
た
に
「
特
別

警
報
」
を
発
表
し
ま
す
。

　

「
東
日
本
大
震
災
」
の
地
震
動

や
津
波
、「
伊
勢
湾
台
風
」
の
高
潮
、

岩
手
県
で
は
平
成
14
年
７
月
の
台

風
第
６
号
と
梅
雨
前
線
に
よ
る
大

雨
の
よ
う
な
異
常
な
現
象
が
予
想

さ
れ
る
場
合
に
、
特
別
警
報
を
発

表
し
ま
す
。

　

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、

屋
外
の
状
況
や
、
市
町
村
か
ら
発

表
さ
れ
る
避
難
指
示
・
避
難
勧
告

な
ど
の
情
報
に
留
意
し
、
た
だ
ち

に
命
を
守
る
た
め
の
行
動
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。

◎
自
主
防
災
組
織
支
援
事
業
費
補

助
金

　

本
市
で
は
、
市
民
の
防
災
意
識

の
高
揚
と
地
域
防
災
体
制
の
強
化

を
図
る
た
め
、
市
長
が
認
め
た
団

体
お
よ
び
自
主
防
災
組
織
が
行
う

防
災
資
機
材
の
整
備
な
ど
の
事
業

に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。
交
付
額
は
、
経

費
の
１
／
２
と
し
限
度
額
は
10
万

円
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
総
務
部
防
災
対
策

室
（
内
線
１
６
５
）
ま
で
。

◎
防
災
無
線

　

防
災
無
線
の
放
送
が
屋
外
で
も
聞

き
取
り
づ
ら
い
住
宅
に
は
、
調
査
を

実
施
し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
増
設
や
向

き
の
変
更
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
難
聴
地
域
に
は
、
戸
別

受
信
機
を
貸
し
出
し
ま
す
の
で
、
総

務
部
防
災
対
策
室
（
内
線
１
６
５
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　  陸前高田市地域防災計画

　　http://www.city.rikuzentakata.iwate.jp/kategorie/bousai-syoubou/bousai/tiikibousai/tiikibousai.html

　　【問い合わせ先】総務部防災対策室（内線１６５）

　  陸前高田市土砂災害情報相互通報システム

　　「雨量情報」「災害情報」が入手できます。

　　http://www.dosha.city.rikuzentakata.iwate.jp/（パソコン用）

　　http://www.dosha.city.rikuzentakata.iwate.jp/mobile/index.html（携帯電話用）

　　【問い合わせ先】総務部防災対策室（内線１６５）

　  いわてモバイルメール　

　　「地震津波情報」「気象情報」「河川情報」「土砂災害警報情報」が入手できます。

　　登録は、「岩手県公式ホームページ（携帯版）」トップ画面の「いわてモバイルメール」へのリンクから行ってください。

　　htpp://www.pref.iwate.jp/m/

　　【問い合わせ先】岩手県沿岸広域振興局土木部大船渡センター津村ダム建設事務所　☎０１９２（２２）８１８２

　  ＮＴＴ災害用伝言ダイヤル

　　災害用伝言ダイヤル（１７１）は、被災地の方の電話番号をキーにして、安否等の情報を音声で登録・確認できるサービスです。

　　・伝言の録音方法「１７１」にダイヤル→「１」をダイヤル→自分の電話番号をダイヤル後、ガイダンスに従い録音

　　・伝言の再生方法「１７１」にダイヤル→「２」をダイヤル→安否情報を確認したい相手の電話番号をダイヤル

　  特別警報の詳細は、気象庁ホームページでご確認ください。

　　http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/index.html

　　【問い合わせ先】気象庁盛岡地方気象台防災業務課　☎０１９（６２２）７８７０

　  その他

　　携帯電話各社では、災害時の伝言サービスやメールサービスを行っています。

　　詳細は、利用している携帯電話各社へお問い合わせください。

◎
陸
前
高
田
市
東
日
本
大
震
災
検

証
報
告
書
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

本
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

教
訓
を
今
後
の
防
災
対
策
に
生

か
す
た
め
、
先
の
震
災
の
検
証
作

業
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め

た
陸
前
高
田
市
東
日
本
大
震
災

検
証
報
告
書
の
作
成
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
内
容
に
関
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
意
見
を
募
集

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
29
日
よ
り
、
各
地
区
コ

ミ
セ
ン
で
陸
前
高
田
市
東
日
本

大
震
災
検
証
案
を
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
意
見
な

ど
を
総
務
部
防
災
対
策
室
ま
で
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
各
地
区
コ
ミ
セ
ン

に
置
い
て
あ
る
『
市
民
の
み
な

さ
ま
へ
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



２０１３年（平成２５年）　８月１日号　④

●父母が婚姻を解消した子ども

●父または母が死亡した子ども

●父または母が一定程度の障害の状態にある

　子ども

●父または母が生死不明の子ども

●父または母が１年以上遺棄している子ども

●父または母が裁判所からＤＶ保護命令を受け 

　た子ども

●父または母が１年以上拘禁されている子ども

●婚姻によらないで生まれた子ども

●棄児などで父母がいるかいないかが明らかで

　ない子ども

　現況届や所得状況届は、平成２５年８月から平成２６年７月までの受給資格を調査するもので、提出

しない場合は支給停止になります。

※平成２４年度の手当が支給停止の人も現況届または所得状況届の提出が必要です。

■受付期間

　・児童扶養手当　　　　８月３１日まで

　・特別児童扶養手当　　９月１０日まで

　当市では集中受付を行いますので、なるべく期間内に手続きをしてください。

■提出書類　

　個別に郵送しますので、必要書類をそろえて提出してください。

　また、手当証書や印鑑を忘れずに持参してください。

■支給要件

○児童扶養手当

　次のいずれかに該当する子どもについて、母または父、もしくは養育者が監護している場合に支給さ

れます。

○特別児童扶養手当

　身体や精神にある一定の障害のある２０歳未満の児童を家庭で養育している父母または養育している

場合に支給されます。

　詳しくは、社会福祉課児童福祉係 ( 内線２３５) まで。

集中受付期間　　　８月１９日（月）～８月２２日（木）

　　　　　　　　　午前９時～午後４時

場　　　　所　　　市役所３号棟第２会議室

ひとり親家庭、障がいのある児童を養育する家庭が対象

児童扶養手当の現況届

特別児童扶養手当の所得状況届
の提出を

８月は



⑤

介護 お茶のみばなし

ポイント

介護 お茶のみばなし

⑤「認知症を理解する№５」

【性格変化「腹を立てて攻撃的になる」】

介護者（支援者）が冷静になって対応する

「認知症」の上手なケアのために知っておきたいこと
　認知症で記憶などに障害が出ても、人としての感情の働きがなくなってしまうわけではありませ
ん。認知症の人の気持ちを知って、暖かい気持ちで介護することが大切です。
■プライドは失っていません
　認知症の症状があっても自尊心や羞恥心は失われているわけではありません。認知症の人のプラ
イドを尊重して介護しましょう。
■過去と現実を混同しています
　過去を順序立てて思い出せず、過去と現実の区別がつかなくなっているため、本人は混乱してい
ます。
■介護する人の気持ちが伝わり、それが病状にも反映されます
　介護する人が認知症の人の気持ちを理解し、やさしく接していると、認知症の人も安心し、落ち
着きます。
　逆に、介護する人が不安や嫌悪の気持ちを持っていると、敏感に反応して、さらに興奮すること
があります。
■感情がストレートに出ます
　感情の抑制がきかなくなり、取るに足りないことで怒ったり、泣き出したり、落ち込んだり、相
手を一方的に拒否することもありますが、認知症の症状のひとつであることを理解しましょう。
■自分をもどかしく思い、心理的にも不安定です
　状況がのみ込めずに失敗してしまう自分をもどかしく思い、物忘れなどが多くなる自分に自信を
なくしています。
　このため、心理的には非常に不安定で、意思の疎通がさらに難しくなることもあります。
※言葉での説得はかえって逆効果になる可能性があります。　

「認知症かな？」と心配になったら、陸前高田市地域包括支援センター（内線２０４）へ相談して
ください。

　“岩手の湘南”と称された高田松原の砂浜、そびえたつ松の木々など、夏になると多くの人出で
賑わっていた懐かしい光景がよみがえります。夏日や真夏日、猛暑日など次々と新しい気象用語が
増えるたび、つくづく地球温暖化は他人ごとではなくなっていると感じる毎日です。
　夏といえば、こまめな水分補給や外での活動はもちろんのこと、室内でも熱中症の発症が報告さ
れています。
　認知症介護においては、水分・排便・栄養・運動が重要なキーワードです。
　高齢者は脱水症状になりやすく、体温の調整機能が低下しているため、体温上昇しやすいと言わ
れています。
　特に夕方になると気持ちが不安定になることや、いつもと違う言葉を口走ることがあり、また、
トイレを心配するあまり、水分を控えてしまう人も多いのではないでしょうか。水分を控えると便
秘傾向になり、落ち着かずウロウロしたり、また、食事を十分に取りたがらない（食欲低下）こと
につながります。食事（＝栄養分）が不足すると、脳への栄養（ブドウ糖）が不十分になり、活動
性が低下することで運動機能が低下します。また、全身の循環が悪くなり、脳の働きも不活発にな
ります。水分や栄養をとって運動することは、スムーズな排便につながります。

　認知症高齢者の中には、性格が変わったように怒りっぽくなる人がいます。
　原因の多くは、感情をコントロールする能力の低下や、様々な思いを上手に表現すること
ができない“もどかしさ”だと言われています。
　介護者（支援者）が冷静に対応しないと、より一層攻撃的になります。
　上手に話題を変えながら、注意を別な方向にもっていくことや、その場を離れ、一定の時
間をおいて本人が忘れるのを待つといった工夫が有効な場合があります。
　もし、あまりにも怒りが収まらない（怒りが持続する）ようならば、専門医の診察を受け、
気持ちをできるだけ楽に過ごせるように相談しましょう。また、日常生活や環境をもう一度
見直して原因となることがある場合は、それを改めるようにしましょう。



２０１３年（平成２５年）　８月１日号　⑥

生涯学習情報

はまらっせぁ

生涯学習情報生涯学習情報

　市内の０～３歳の子どもを子育て中の人を対象とした乳

幼児学級が、６月３０日（日）に米崎コミセンで開講しま

した。１１月８日まで全８回開催されます。

　第１回目は、講師として岩手医科大学いわて東北メディ

カル・メガバンク機構特命助教授の佐々木亮平氏を招き、「一

緒に子育てを楽しもう！～イクメンできていない三児の父

からのご提案～」と題して講演会が行われました。

　佐々木氏は、自らの子育て体験を交えながら、男女の視

点や認識の違いに触れ、夫婦や家族間におけるコミュニケ

ーションの大切さなどをアドバイスしました。

　６月２８日 ( 金 )、矢作コミセンで矢作高齢者教室の開講

式と第１回学習会が開催され、元蛸ノ浦小学校校長の佐々

木幸男先生による講演「一
い っ

笑
しょう

一
い ち

若
じゃく

」（1 回笑うと 1 歳若くな

るという意味）が行われました。

　豊富な教職員経験を持つ佐々木先生は、矢作の皆さんと

も面識があり、終始和やかなムードの中、笑顔や対話の大

切さ、幸せな人生を送るコツといった話をたくさんのエピ

ソードを交えながら紹介しました。講話のほかにも参加者

とのリズム遊びや手品を行うなど、参加者を楽しませる講

演内容に、会場内には笑顔と歓声が絶えませんでした。

　市教育委員会が堂の前貝塚の２か所で行っている発掘調査現場の現地説明会を開催します。

　今回の調査では、縄文時代の土器や住居跡が見つかっており、堂の前貝塚だけでなく、遺跡や発掘調

査全般について担当職員が質問にお答えします。

体験談で会場を盛り上げる佐々木亮平氏

　どうぞお気軽にお越しください。

▽日　時　８月２４日（土）　午前１０時～１１時３０分

▽場　所　堂の前貝塚発掘調査現場

　　　　　（堂の前仮設住宅向かい）

　　　　　※当日は案内係員が誘導します。

▽その他　参加は無料／申込不要／小雨でも実施します。

　　　　　駐車場に限りがありますので、乗り合わせなど

　　　　　でお越しください。

　詳しくは、生涯学習課（内線２６１）まで。

佐々木幸男先生の話に笑みがこぼれる会場

発掘現場で働く作業員

　また、３児の父である自らの“現役”子育て生活を振り返りながら、気軽に実践できるヒントを伝え、

受講者は今後の子育てに向けた心構えなどを学ぶことができました。

乳幼児学級が開講

 矢作町で高齢者教室開催

堂の前貝塚現地説明会のお知らせ



⑦

洋　　画

日 本 画

水 墨 画

ちぎり絵

切　　絵

絵 手 紙

書　　道

俳　　句

短　　歌

部  門 点数 規　格　な　ど

２

２

２

１

１

１

１

２

２

部　門 点数 規　格　な　ど

２

２

２

２

２

１

１

１

１００号以内

指定なし

指定なし

指定なし

指定なし

幅９０㎝以内

全紙以内・表装・表具・釈文

当季雑詠句

雑詠歌

川　　　柳

写　　　真

銘　　　石

陶　　　芸

彫　　　刻

手　　　芸

生　　　花

フラワーアレンジメント

菊　　　花

雑詠句

４つ切～全倍・吊り下げ可能なパネル

指定なし

指定なし

指定なし

指定なし

指定なし

指定なし

点数、規格などについては事務局までお問い合わせください。

　悩んでいる人に「気づき・声をかけ・話を聴いて・必要な支援につなげ・見守る」

役割をゲートキーパーといいます。

　こころの見守り研修会では、ゲートキーパーの知識を身に着けることができますの

で、こころのケアに興味がある、地域で見守り活動をしている、家族のこころの問題で心配を抱えてい

る人や、対応方法、傾聴ボランティアについて興味がある人は、この機会にぜひ参加してください。

　基礎研修は、１回につき１５０分で修了します。（参加無料）

　以下の日程を確認の上、電話で申し込むか、近くの民生児童委員または保健推進員へお知らせください。

　全地区の会場でどなたでも参加できます。

【日程】

　詳しくは、社会福祉課障がい福祉係（内線２３２）まで。

　市民芸術祭実行委員会（熊
くま

谷
がい

睦
むつ

男
お

会長）では、市民芸術祭一般展示部門作品展に出品する作品を広く

募集します。

▽展示期間　１１月２日（土）午前９時～午後５時

　　　　　　１１月３日（日）午前９時～午後３時

▽会　　場　米崎コミセン

▽応募資格　市内に在住または勤務する人。もしくは市芸術文化協会賛助会員と認められる人。

　　　　　　（震災後、他市町村に避難のため転出した人も対象）

▽申込方法　市民芸術祭事務局（市芸術文化協会、生涯学習課）および市内各地区コミセンに８月２０

　　　　　　日（火）以降に用意してある出品票に必要事項を記入の上、提出してください。

▽応募期間　８月２０日（火）～１０月４日（金）

▽会場設営・作品展示作業　１１月１日（金）午後１時３０分～

▽作品搬出作業　　　　　　１１月３日（日）午後３時～５時

※各部門とも題材は自由です。

※その他創作作品や規格外の作品を出品したい場合は、事務局までお問い合わせください。

　詳しくは、市芸術文化協会（内線２６３）、生涯学習課生涯学習係（内線２５４）まで。

会 場

月 日

時 間

市役所３号棟
第３会議室

８月２３日（金）

　午後１時３０分～４時まで。

長部コミセン 横田コミセン

８月２６日（月）

矢作コミセン

８月２７日（火）

米崎コミセン

８月２８日（水）

竹駒コミセン

８月３０日（金）

小友コミセン

９月３日（火）

喜多公民館

９月４日（水） ９月６日（金）

こころの見守り研修会を開催
あなたもゲートキーパーになりませんか？

つなげよう　高田の芸術　文化の輪
第４７回 陸前高田市民芸術祭 一般展示部門作品募集

つなげよう　高田の芸術　文化の輪

こころの見守り研修会を開催



２０１３年（平成２５年）　８月１日号　⑧

不要大津小児科医院 ２７－２６７３

医療機関名 予約 電話番号 受付時間　接種日

月～木　午前９時～１１時３０分／午後２時３０分～４時３０分
土　　　午前９時～１１時３０分

必要星こどもクリニック ２１－２６１１

火・水・木・金・土・日　午前９時～１１時３０分
火・金　午後１時３０分～５時３０分 ／ 水　午後３時～５時３０分
土　　  午後１時３０分～３時３０分

必要県立大船渡病院 ２６－１１１１
接種日は、直接お問合わせください。
　　　　　　　　※予約は土日を除く診療日の午後２時～５時

必要鵜　浦　医　院 ５５－２１２５
月・火・水　午後２時３０分～４時
土　　　　　午前１０時～１１時

必要鳥　羽　医　院 ５６－３５１５
平日　　　　午後２時３０分～５時
土　　　　　午前１１時～正午

必要広 田 診 療 所 ５６－２５１５ 月～金　　　午後１時３０分～４時３０分

※予約は受付時間内にお願いします

　妊娠初期の女性が感染した場合、赤ちゃんに難聴や心臓疾患といった「先天性風しん症候群」が起こ

る危険性を防ぐために、成人の風しん予防接種（任意接種）費の一部助成をします。

※過去に風しんにり患した人または麻しん風しん予防接種（ＭＲワクチン）を２回接種した人は、接種

する必要はありません。

【接種費用】

　接種料金から上記の助成額を差し引いた額を医療機関に支払っ

てください。

※風しんワクチンが不足していますので、実施する医療機関によ

っては、風しんの抗体検査を実施してから接種する場合があります。

　その場合、抗体検査に係る費用は自費となります。

【助成期間】

　平成２６年３月３１日まで（平成２５年度限り）

【抗体検査およびワクチン接種実施医療機関】

　以下の医療機関で、抗体検査およびワクチン接種を受けることができます。　

　接種希望者は、直接各医療機関に予約してください。（予約不要の医療機関もあります。）妊婦の夫は、

医療機関の窓口に母子健康手帳を提示してください。

※ワクチンの入荷状況によっては、予約してもすぐには受けられない場合もあります。

【償還払い】

　対象者のうち平成２５年４月以降に、助成を受けないで接種した人や気仙地区管外の医療機関で接種

した人が補助を受け取るには、償還払いの申請手続きが必要です。

　・受付窓口　　健康推進課保健係

　・必要書類等　①領収書、②振込口座通帳、③印鑑

　・申請期間　　平成２６年３月３１日（月）まで。

　詳しくは、健康推進課保健係（内線２４２）まで。

市内に住所のある人で、妊娠を予定または希望する女性（妊娠し
ている人、もしくは妊娠した可能性の高い人は接種できません。）

助　成　対　象　者

市内に住所のある人で、妊婦の夫

風しんワクチン接種　　　　　３,０００円
麻しん風しんワクチン接種　　５,０００円

（ワクチンの種類によって異なります。）

助　成　額

成人の風しん予防接種費の一部助成
生まれてくる赤ちゃんを病気から守ろう

成人の風しん予防接種費の一部助成



⑨

　市税の滞納処分により差し押さえた以下の不動産を公売します。

【公売する財産】

２

番号

小友町字茗荷９４番地１

所　　在　　地

畑 ６９０㎡ ６, ２１０, ０００円 ６２１, ０００円

地目 登記簿地積 見積価格 公売保証金

【位置図】

注 意 事 項

差押不動産 公売のお知らせ公売のお知らせ

ＪＡ
陸前高田

45

※公売する不動産

至広田至広田

アップルロード

マイヤ

アッカス

レストラン
クローバー

クリーニング
及川

こんの
直売センター

クリーニング
及川

こんの
直売センター

【期　　　日】　９月３日 （火） 午前１０時（入札開始）

※受付の都合上、９時４０分までに会場にお集まりく

ださい。

【会　　　場】 市役所東棟第７会議室

【公 売 方 法】 入札

【売却決定日】 ９月１０日（火）午前９時

【財産下見会】 ８月２７日（火）午前１０時

（現地に直接お越しください）

【公売参加に必要なもの】

　・印鑑（個人：参加者本人の印／法人：代表者印）

　・公売保証金

　・買受適格証明書（８月１２日（月）までに農業委員

　　会に申請し、交付を受けてください。）

　・委任状（代理人が入札する場合）　

　詳しくは、税務課収納係（内線１０６）まで。

☆公売前に滞納市税が完納された場合は、

公売を中止します。

☆公売財産の詳しい内容は、下見会および

税務課で確認してください。

☆公売保証金は、受付時に現金で一括納付

してください。

☆買受代金は、９月１０日（火）午前１１

時までに一括納付してください。

☆市税滞納者は、公売に参加できません。



２０１３年（平成２５年）　８月１日号　⑩

　岩手県医師会では、第一中学校体育館西側に診療所を開設しています。８月の診療日程は下表のとお

りです。

●  第一中学校敷地内で診療しています ●

岩手県医師会高田診療所 ８月の診療日程岩手県医師会高田診療所

期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

８月　３日（土）

８月　４日（日）

８月１０日（土）

８月１１日（日）

８月１５日（木）

８月１６日（金）

８月１７日（土）

８月１８日（日）

８月２４日（土）

８月２５日（日）

８月３１日（土）

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１１：００～１６：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

内科系、外科系、小児科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

外科系、小児科、泌尿器科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

外科系、小児科

内科系

外科系、小児科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系、外科系、小児科、泌尿器科、心療内科、子どもの心

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系、外科系、小児科、心療内科

８月　７日（水）

８月２１日（水）

８月２８日（水）

１５：００～１７：００ （要予約）午前１０時から電話予約の受付をします。

岩手医大による皮膚科診療（遠隔診断）日程 （場所：岩手県医師会高田診療所）

　ハローワークでは、下表のとおり就職支援ナビゲーターによる就職支援相談会を開催します。

　この相談会での相談は、雇用保険受給者の失業認定申告書の「就職活動」に該当します。雇用保

険受給資格者証を持っている人は、提示をお願いします。

▽相談内容　就職相談、情報提供、雇用保険失業給付手続方法又は職業訓練受講給付金を受給しな

　　　　　　がらの職業訓練の案内など。

　詳しくは、ハローワーク大船渡　出張労働相談担当（☎２７－４１６５）まで。

８月の就職支援相談会

期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

８月　３日（土）

８月　４日（日）

８月１０日（土）

８月１１日（日）

８月１５日（木）

８月１６日（金）

８月１７日（土）

８月１８日（日）

８月２４日（土）

８月２５日（日）

８月３１日（土）

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１１：００～１６：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

内科系、外科系、小児科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

外科系、小児科、泌尿器科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

外科系、小児科

内科系

外科系、小児科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系、外科系、小児科、泌尿器科、心療内科、子どもの心

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系、外科系、小児科、心療内科

８月　７日（水）

８月２１日（水）

８月２８日（水）

１５：００～１７：００ （要予約）午前１０時から電話予約の受付をします。

岩手医大による皮膚科診療（遠隔診断）日程 （場所：岩手県医師会高田診療所）

期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

８月　３日（土）

８月　４日（日）

８月１０日（土）

８月１１日（日）

８月１５日（木）

８月１６日（金）

８月１７日（土）

８月１８日（日）

８月２４日（土）

８月２５日（日）

８月３１日（土）

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１１：００～１６：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

内科系、外科系、小児科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

外科系、小児科、泌尿器科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

外科系、小児科

内科系

外科系、小児科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系、外科系、小児科、泌尿器科、心療内科、子どもの心

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系、外科系、小児科、心療内科

８月　７日（水）

８月２１日（水）

８月２８日（水）

１５：００～１７：００ （要予約）午前１０時から電話予約の受付をします。

岩手医大による皮膚科診療（遠隔診断）日程 （場所：岩手県医師会高田診療所）

１３：３０～１５：００ 米崎中学校仮設団地談話室

１０：００～１１：３０

高田高校（長砂）仮設団地集会所

１０：００～１１：３０ 広田コミセン

開　催　日　時 開　催　場　所

二日市仮設団地談話室

１３：３０～１５：００

１０：００～１１：３０ 矢作小学校仮設団地談話室

１３：３０～１５：００ 米崎小学校仮設団地集会所

８月　７日（水）

８月　１日（木）

８月１９日（月）

　詳しくは、高田診療所☎（５３）２１１０まで。

※診療科は、日によって異なります。また、都合により変更になる場合があります。

※本年８月から原則として水・木曜日の診療を見合わせ、土・日曜日に診療を行います。

　また、祝日（元日を除く）、８月１５日～１６日、１２月２９日～３０日、１月２日～３日も診療を行

います。

　毎週水曜日（８月１４日を除く）の午後に、岩手医科大学が皮膚科の診療を行います。これは、岩手

医大と高田診療所を遠隔診断システムで結び、テレビ画面を通じて診療を行うものです。当面は、両医

療機関に皮膚科の専門医師が配置されることになりますので、精度の高い診療が期待できます。

　なお、受診する際は予約が必要ですので、高田診療所の診療日に申し込みください。
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被
災
地
で
働
く
人
や
そ
の
家

族
、
支
援
者
、
関
係
者
の
こ
こ
ろ

の
相
談
窓
口
と
し
て
、「
働
く
人

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
専
門
相
談
窓

口
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

医
療
機
関
の
紹
介
、
家
族
や
関

係
者
の
み
の
相
談
も
対
応
で
き
ま

す
。

　

１
人
や
家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま

ず
に
、
専
門
医
や
相
談
員
な
ど
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
電
話
相
談　

平
日
の
午
前
９
時

～
午
後
４
時
30
分
※
臨
床
心
理
士

や
相
談
員
が
対
応

▽
来
所
相
談　

毎
週
火
曜
日
の
午

前
９
時
～
正
午
※
専
門
医
が
対
応

（
要
予
約
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

岩
手
県
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
盛
岡
市
本

町
通
３
丁
目
19
ー
１　

岩
手
県
福

祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
４
階
）
☎

０
１
９
（
６
２
９
）
９
６
１
７

　

企
業
の
育
成
担
当
者
を
対
象

に
、
部
下
な
ど
の
育
成
に
対
す
る

意
識
の
醸
成
や
異
業
種
の
担
当
者

同
士
の
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

９
月
３
日
～
４
日　

午

前
10
時
～
午
後
５
時
（
２
日
間
）

▽
場
所　

大
船
渡
市
民
交
流
館
カ

メ
リ
ア
ホ
ー
ル
（
大
船
渡
市
盛
町

字
内
ノ
目
４
ー
２
）

▽
講
師　

株
式
会
社
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
チ
ー
フ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト　

松
永　

寛
孝
氏

▽
受
講
料　

無
料

▽
申
込
期
限　

８
月
21
日
（
水
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▽
申
込
先　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
気

仙
☎
（
21
）
３
４
５
６
／
Ｆ
Ａ

Ｘ
（
26
）
１
５
５
１
※
Ｆ
Ａ
Ｘ
受

付
時
間
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

（
土
日
祝
日
以
外
）

　

市
内
の
賑
わ
い
を
創
出
し
、
よ

り
多
く
の
人
が
楽
し
め
る
場
所
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

▽
日
時　

毎
月
５
日
、
15
日
、
25

日　

午
前
８
時
か
ら
正
午
（
予
定
）

※
雨
天
決
行

※
８
月
は
12
日
に
開
催
し
、
15
日

は
お
休
み
し
ま
す
。

▽
場
所　

高
田
大
隅
つ
ど
い
の
丘

商
店
街
（
高
田
町
字
大
隅
93
ー
１
）

▽
注
意
事
項　

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
書
を
送
付
す
る

こ
と
。

・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
開
催
日
の
３
日

前
ま
で
。

・
定
員
に
達
し
た
場
合
は
申
込
受

付
を
締
め
切
り
ま
す
。

・
ブ
ー
ス
の
大
き
さ
な
ど
に
よ
り

場
所
代
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
テ
ン
ト
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
出
展
者
と
覚
書
を
締
結
し
ま
す
。

▽
申
込
先　

高
田
大
隅
つ
ど
い
の
丘

商
店
街
事
務
局
☎（
47
）
４
７
７
６

／
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
47
）
４
７
７
８
）

　

む
ら
か
み
歯
科
医
院
が
、
７
月

16
日
（
火
）
に
開
院
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
受
付
時
間　

・
午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分

・
午
後
２
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

▽
休
診
日　

日
曜
日
、
祝
日
お
よ

び
水
、
土
曜
日
の
午
後

▽
住
所　

竹
駒
町
字
相
川
49
番
地

８▽
電
話
番
号　

（
55
）
５
１
５
０

　

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
言
葉
の
い
ら
な
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
手
話
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

初
め
て
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
聴

覚
障
が
い
の
あ
る
人
で
手
話
が
で

き
な
い
人
、
手
話
に
興
味
の
あ
る

人
、
窓
口
業
務
に
携
わ
る
人
、
小

中
学
生
、
高
校
生
の
参
加
も
大
歓

迎
で
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
日
時

・
昼
の
部　

９
月
６
日
～
10
月
18

日　

毎
週
金
曜
日　

午
後
１
時
30

分
～
３
時
ま
で
。

・
夜
の
部　

９
月
４
日
～
10
月
16

日　

毎
週
水
曜
日　

午
後
７
時
～

８
時
45
分
ま
で
。

※
各
全
７
回
講
習

▽
場
所　

市
役
所
３
号
棟
第
３
会

議
室

▽
定
員　

各
30
人

※
定
員
に
達
し
た
場
合
は
申
込
受

付
を
締
め
切
り
ま
す
。

▽
講
習
料　

無
料

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具

▽
申
込
先　

社
会
福
祉
課
障
が
い

福
祉
係
（
内
線
２
３
２
）

　

県
内
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー

ン
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
ふ
る

さ
と
い
わ
て
定
住
財
団
と
岩
手
県

に
よ
る
岩
手
県
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
フ

ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時　

８
月
25
日
（
日
）
午
後

１
時
～
４
時
※
受
付
は
正
午
～
午

後
３
時
30
分

▽
場
所　

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
８
Ｆ

（
Ｊ
Ｒ
中
野
駅
北
口
）

▽
対
象　

首
都
圏
在
住
の
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
を
希
望
す
る
社
会
人
、
県

内
企
業
へ
の
就
職
を
目
指
す
学
生

▽
参
加
企
業　

岩
手
県
内
に
求
人

の
あ
る
企
業

▽
内
容　

・
参
加
企
業
と
の
面
談

・
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ

る
指
導
や
適
職
診
断

・
盛
岡
公
共
職
業
安
定
所
に
よ
る

就
職
相
談

・
参
加
市
町
村
に
よ
る
地
域
生
活

情
報
な
ど
。

・
そ
の
他
参
加
団
体
に
よ
る
各
種

職
業
相
談
な
ど
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

公
益
財
団
法

人
ふ
る
さ
と
い
わ
て
定
住
財
団
☎

０
１
９
（
６
５
３
）
８
９
７
６

　

運
動
不
足
に
陥
り
や
す
い
生
活

環
境
を
改
善
し
、
体
の
健
康
維
持

や
体
力
増
進
の
た
め
に
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

９
月
３
日
～
11
月
５
日

毎
週
火
曜
日
（
10
月
８
日
、
15
日

は
休
み
）　

午
後
７
時
～
９
時　

※
受
付　

８
月
８
日
（
木
）
～
16

日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
ま
で
。

悩
み
を
抱
え
込
ま
な
い
で

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

専
門
相
談
窓
口
を
開
設

information

お知らせコーナー

information

お知らせコーナー

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
け
せ
ん
か
ら

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
践
研
修
の
ご
案
内

高
田
大
隅
つ
ど
い
の
丘
商
店
街
か
ら

高
田
の
朝
市
「
ま
ぢ
の
日
」
を
開
催

新
し
く
開
院
し
ま
し
た

む
ら
か
み
歯
科
医
院

参
加
者
募
集
！

手
話
講
習
会
を
開
催

岩
手
県
へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
応
援
し
ま
す

岩
手
県
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
を
開
催

参
加
者
募
集
！

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
を
開
催
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おおさか　まゆな
ちゃん

こんの　ゆうり
ちゃん

むらかみ　ゆあ
ちゃん

▽
会
場　

米
崎
小
学
校
体
育
館

▽
定
員　

20
人

▽
対
象　

小
学
４
年
生
以
上
（
就
学

者
は
保
護
者
の
承
諾
を
得
る
こ
と
。）

▽
参
加
費　

６
０
０
円

▽
駐
車
場　

体
育
館
側

▽
そ
の
他　

ラ
ケ
ッ
ト
の
貸
出
有

　

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
推
進
係
（
内
線
２
５
２
、２
５
３
）

ま
で
。

　

岩
手
県
行
政
書
士
会
で
は
、
８

月
10
日
か
ら
毎
月
第
２
土
曜
日
に

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
相
談
内
容

・
相
続
手
続
に
つ
い
て

・
遺
言
に
つ
い
て

・
住
宅
再
建
に
つ
い
て

・
農
地
の
活
用
に
つ
い
て

・
新
し
く
事
業
を
始
め
た
い
な
ど

▽
日
時　

８
月
10
日(

土)

午
前

10
時
～
午
後
３
時

▽
会
場　

市
役
所
東
棟
第
７
会
議

室
、
第
８
会
議
室

▽
申
込
方
法　

申
し
込
み
は
不
要

で
す
が
、
予
約
し
た
人
を
優
先
し

ま
す
。

▽
予
約
先　

岩
手
県
行
政
書
士

会
事
務
局
☎
０
１
９
（
６
２
３
）

１
５
５
５
※
８
月
９
日
ま
で
。

　

詳
し
く
は
、
被
災
者
支
援
室(

内
線
４
１
０)

ま
で
。

　

日
本
郵
便
株
式
会
社
盛
岡
中
央

郵
便
局
で
は
、「
私
が
お
薦
め
す

る
岩
手
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
投
票
」

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

上
位
10
位
ま
で
に
選
ば
れ
た
観

光
ス
ポ
ッ
ト
は
、
絵
は
が
き
と
し

て
発
行
さ
れ
ま
す
。

　

は
が
き
に
「
お
薦
め
す
る
観
光

ス
ポ
ッ
ト
１
か
所
」
と
住
所
、
氏

名
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
盛
岡
中
央
郵
便
局
「
岩
手
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
事
務
局
」
へ
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

　

８
月
31
日
（
土
）
ま
で
に
投
票
し

た
人
の
中
か
ら
抽
選
で
10
人
に
、

３
０
０
０
円
相
当
の
「
ふ
る
さ
と

小
包
」
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
７
月
19
日
現
在
で
、「
奇

跡
の
一
本
松
」
は
第
５
位
で
す
。

　

地
域
の
高
齢
者
や
介
護
を
必
要

と
し
て
い
る
人
を
支
え
る
た
め

に
、「
お
話
し
相
手
」
や
「
見
守
り
」

に
つ
い
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
知
恵

や
コ
ツ
を
身
に
着
け
ま
せ
ん
か
。

▽
日
程

・
８
月
26
日
（
月
）
午
後
２
時
～

４
時
30
分　

「
年
を
重
ね
る
こ
と

へ
の
理
解
」

・
８
月
27
日
（
火
）
午
前
10
時
～

午
後
０
時
30
分　

「
身
体
を
動
か

す
こ
と
へ
の
手
助
け
」

▽
場
所　

市
役
所
３
号
棟
第
３
会

議
室

▽
対
象　

介
護
に
興
味
や
関
心
の

あ
る
人

▽
参
加
費　

無
料

▽
主
催　

日
本
赤
十
字
広
島
看
護

大
学
、
陸
前
高
田
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

▽
そ
の
他　

２
日
間
参
加
し
た
人

に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
陸
前
高
田
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
内
線

２
０
４
）
ま
で
。

　

岩
手
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
自
主
的
な
活
動

を
支
援
す
る
た
め
に
公
開
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

▽
開
催
日　

８
月
24
日
（
土
）

▽
場
所　

大
船
渡
市
民
交
流
館
カ

メ
リ
ア
ホ
ー
ル
（
大
船
渡
市
盛
町

字
内
ノ
目
４
ー
２
）

▽
日
程

・
午
前
10
時
～
正
午　

「
先
輩
サ
ポ

ー
タ
ー
の
活
動
事
例
か
ら
学
ぶ
、

地
域
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進
」

・
午
後
１
時
～
３
時　

「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
～
自
分
ら
し

く
輝
く
た
め
に
～
」

▽
託
児　

有
料
（
１
人
５
０
０
円
）

講
座
開
催
の
１
週
間
前
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法　

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
岩
手

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ま

で
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
９
（
６
０
６
）

１
７
６
５
（
申
込
用
紙
は
、
ま
ち

づ
く
り
戦
略
室
に
あ
り
ま
す
。）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

岩
手
県
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
９

（
６
０
６
）
１
７
６
１

　

陸
前
高
田
市
地
域
女
性
団
体
協

議
会
で
は
、
今
後
の
生
活
の
た
め
、

女
性
や
高
齢
者
な
ど
が
、
災
害
に

よ
る
避
難
生
活
や
仮
設
住
宅
で
の

暮
ら
し
、
生
活
再
建
や
自
立
に
向

け
て
、
ど
の
よ
う
な
問
題
点
を
抱

え
て
い
る
か
な
ど
、
こ
れ
ま
で
抱

え
て
き
た
課
題
に
つ
い
て
振
り
返

り
ま
す
。

　

ま
た
、
弁
護
士
の
杉
山
健
太
先

生
や
歌
手
の
濱
守
栄
子
さ
ん
を
招

い
て
、
復
興
に
向
け
て
市
民
を
勇

気
づ
け
る
講
演
や
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

８
月
25
日
（
日
）
午
後

０
時
30
分
～

▽
場
所　

市
役
所
４
号
棟
第
６
会

議
室

▽
日
程

・
受
付　

正
午
～

・
開
会
行
事　

午
後
０
時
30
分
～

・
講
演
「
震
災
と
弱
者
」
午
後
１

時
～
２
時
30
分　

講
師　

杉
山
健

太
弁
護
士

・
濱
ち
ゃ
ん
コ
ン
サ
ー
ト　

午
後

２
時
40
分
～
３
時
40
分　

歌
手　

濱
守
栄
子
さ
ん

▽
問
い
合
わ
せ
先　

陸
前
高
田
市

地
域
女
性
団
体
協
議
会
☎
（
59
）

２
０
７
７

３
歳
６
か
月
児
健
診
か
ら

◆
平
成
25
年
６
月
健
診
分
②

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

岩
手
県
行
政
書
士
会
か
ら

無
料
相
談
会
を
開
催

あ
な
た
の
１
票
が
絵
は
が
き
に

岩
手
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
投
票

「
助
け
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座

参
加
者
募
集
！

男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

い
の
ち
と
く
ら
し
と
ふ
る
さ
と
を
守
る

第
21
回
女
性
の
つ
ど
い
を
開
催



⑬

　

夏
は
、
体
に
熱
が
こ
も
り
、

体
力
が
落
ち
る
季
節
で
す
。
そ

の
た
め
体
が
だ
る
く
な
っ
た

り
、
眠
く
な
っ
た
り
、
胃
腸
の

調
子
が
悪
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。
今
回
は
夏
バ
テ
防
止
の
ポ

イ
ン
ト
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
！

　

汗
に
よ
り
失
わ
れ
た
水
分
を

た
く
さ
ん
と
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
こ
ま
め
に
水
や
麦
茶
で
水

分
を
補
い
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

冷
た
す
ぎ
る
飲
み
物
を
と
り
す

ぎ
る
と
、
胃
腸
の
働
き
が
低
下

し
ま
す
の
で
と
り
過
ぎ
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

○
１
日
３
食
き
ち
ん
と
食
べ
る
！

　

暑
い
か
ら
と
い
っ
て
、
麺
類

な
ど
で
食
事
を
簡
単
に
済
ま
せ

て
い
る
と
、
栄
養
不
足
や
ス
タ

ミ
ナ
不
足
に
な
り
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
食
品
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

食
べ
ま
し
ょ
う
。
主
食
、
主
菜
、

副
菜
が
揃
う
と
い
い
で
す
ね
。

　

特
に
朝
ご
は
ん
は
、
１
日
の

活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
の

で
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

○
睡
眠
時
間
は
十
分
に
！

　

暑
い
夏
の
夜
は
、
寝
や
す
く

す
る
た
め
の
工
夫
が
必
要
で

す
。
ぬ
る
め
の
お
風
呂
に
入
っ

た
り
、
寝
る
前
に
読
書
や
音
楽

で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
り
、
枕
を

冷
や
す
の
も
効
果
的
で
す
。
睡

眠
時
間
を
十
分
に
確
保
し
て
疲

れ
を
た
め
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

○
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
！

　

軽
い
運
動
や
、
お
風
呂
な
ど

で
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
。
日
が

沈
ん
だ
頃
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
す

る
の
も
効
果
的
で
す
。

　

暑
い
夏
を
乗
り
切
る
に
は
、

日
頃
の
生
活
の
リ
ズ
ム
が
一
層

大
切
に
な
り
ま
す
。
十
分
な
睡

眠
や
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
食

事
、
適
度
な
運
動
を
普
段
か
ら

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

 ◇出生（　）は字名・保護者・出生日

竹駒　志　田　晴
せい

　都
と

（下壺・剛・6/15）

　　　菅　野　壱
いち

　翔
と

（滝の里・裕樹・6/19）

米崎　金　野　獅
れ

　煌
お

（松峰・真人・7/10）

小友　金　澤　日
ひ

　和
より

（谷地館・健太・6/15）

　　　佐々木　要
かな

　太
た

（中里・友広・6/21）

　　　藤　倉　颯
そう

　大
た

（鳥越・寿光・6/20）

広田　古　山　憲
けん

　昭
しょう

（泊・昭覚・7/5）

◇おくやみ（　）は字名・年齢・死亡日

矢作　村　上　チ　ヨ（神明前・87・6/17）

　　　千　田　幸　喜（梅木・82・6/19）

　　　佐々木　定　夫（打越・79・7/2）

　　　鈴　木　　　稔（根岸・76・7/11）

竹駒　脇　坂　孝　美（館・84・6/28）

　　　坂　口　倫太郎（館・86・7/13）

気仙　松　田　七　郎（要谷・87・6/24）

高田　菅　野　興　一（栃ヶ沢・84・6/19）

　　　村　上　喜　子（西和野・90・7/1）

　　　石　川　宗　子（中和野・60・7/1）

米崎　三　尾　喜　一（堂の前・76・2011.3/11）

　　　金　野　クラノ（神田・94・6/29）

　　　新　沼　裕　二（糠塚沢・60・7/6）

　　　山　田　家一郎（松峰・74・7/7）

小友　佐　藤　太治馬（矢の浦・84・7/9）

広田　村　上　勉治郎（後浜・91・6/26）

　　　熊　谷　正　一（田端・96・7/1）

　　　佐々木　寅三郎（中沢・86・7/1）

　　　佐々木　朝　夫（田端・84・7/9）

慶 弔（届出日：６ /１６～７/１５） 　

盛
岡
市
と
北
上
市
で
有
毒
ク
モ

の
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
、
お
と
な

し
い
性
質
で
す
が
、
誤
っ
て
素
手

で
ク
モ
に
触
れ
た
場
合
な
ど
に
咬

ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
咬
ま
れ
た
と
き
は

　

咬
ま
れ
る
と
、
針
で
刺
さ
れ
た

よ
う
な
痛
み
を
感
じ
、
咬
ま
れ
た

場
所
が
腫
れ
た
り
、
熱
く
感
じ
た

り
し
ま
す
。

　

咬
ま
れ
た
こ
と
に
気
づ
い
た

ら
、
毒
を
流
水
や
石
け
ん
で
で
き

る
だ
け
洗
い
落
と
し
、
速
や
か
に

病
院
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
咬
ま
れ
な
い
た
め
に
は 

・
外
で
の
作
業
に
は
軍
手
な
ど
の

手
袋
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。 

・
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
を
見
つ
け
て

も
触
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
市
販
の
家
庭
用
殺
虫
剤
（
ピ
レ

ス
ロ
イ
ド
系
）
を
噴
霧
す
れ
ば
駆

除
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
民
環
境
課
環
境

安
全
係
（
内
線
１
３
４
、
１
３
５
）

ま
で
。

　

８
月
の
１
か
月
間
を
「
相
続
に

関
す
る
無
料
相
談
」
実
施
期
間
と

設
定
し
て
、
次
の
と
お
り
無
料
相

談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

▽
常
設
相
談	

・
岩
手
県
下
の
各
司
法
書
士
事
務

所
で
行
い
ま
す
。

・
土
日
と
各
事
務
所
の
お
盆
休
み

期
間
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

▽
電
話
相
談

・
０
１
２
０
（
８
２
３
）
８
１
５
（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

・
午
前
10
時
～
午
後
１
時
（
土
日

と
13
日
～
16
日
を
除
く
。）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

岩
手
県
司
法

書
士
会
事
務
局
☎
０
１
９（
６
２
２
）

３
３
７
２

　

新
成
人
の
輝
か
し
い
門
出
を
祝

い
、
社
会
人
と
し
て
新
た
な
自
覚

を
も
っ
て
飛
躍
す
る
よ
う
期
待
し

て
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
緒
に
成
人
式
の
企
画
、

運
営
を
行
う
実
行
委
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
生
涯
学
習
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

平
成
26
年
１
月
12
日

（
日
）　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30

分
（
受
付
９
時
～
）

▽
会
場　

第
一
中
学
校
体
育
館

▽
対
象　

平
成
５
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
６
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
人
で
、
本
市
出
身
者
お
よ
び
市

内
在
住
者
※
対
象
者
に
は
案
内
を

送
付
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係
（
内
線
２
５
５
）
ま
で
。

【
訂
正
】

　

広
報
り
く
ぜ
ん
た
か
た
７

月
15
日
号
の
健
康
・
生
活
カ

レ
ン
ダ
ー
で
お
知
ら
せ
し
た

８
月
13
日
の
「
マ
マ
＆
ベ
ビ

ー
サ
ロ
ン
」
は
、
都
合
に
よ

り
お
休
み
し
ま
す
。

保
健

だ
よ
り

夏
バ
テ
知
ら
ず
の
生
活
術

保
健

だ
よ
り

３７８

外
で
の
作
業
に
は
軍
手
を
着
用

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
注
意
！

岩
手
県
司
法
書
士
会
か
ら

「
相
続
に
関
す
る
無
料
相
談
」
の
実
施

20
歳
の
門
出
を
祝
い
ま
す

１
月
12
日
に
成
人
式
を
開
催



２０１３年（平成２５年）　８月１日号　⑭

　

今
年
の
４
月
か
ら
岩
手
県

任
期
付
職
員
と
し
て
勤
務
し

て
い
ま
す
。

　

派
遣
前
は
、
建
設
会
社
に

勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
千
葉

県
以
北
で
仕
事
を
す
る
の
は

初
め
て
な
の
で
、
冬
の
寒
さ

が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
不

安
で
も
あ
り
、
楽
し
み
で
も

あ
り
ま
す
。

　

平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
復
興
現
場
で
働
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
と
き
の
状
況
と
陸
前
高
田

市
の
現
状
が
あ
ま
り
に
も
違

う
こ
と
を
現
地
に
来
て
痛
感

し
ま
し
た
。

　

慣
れ
な
い
業
務
で
す
が
、

陸
前
高
田
市
の
漁
港
の
復
旧

に
お
役
に
た
て
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

農
林
水
産
部
水
産
課

　
　

吉よ
し　

野の　

正ま
さ　

孝た
か

　

■
派
遣
元　

岩
手
県
庁

　

今
年
の
４
月
か
ら
市
民
環

境
課
市
民
係
で
、
主
に
戸
籍

や
住
民
票
の
郵
便
申
請
の
業

務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

電
話
や
窓
口
の
対
応
は
、

一
度
の
来
庁
で
来
客
者
の
要

件
が
済
む
よ
う
な
説
明
を
心

懸
け
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
市
役
所
と
宿
舎

の
往
復
だ
け
で
す
が
、
時
間

を
つ
く
っ
て
気
仙
大
工
の
技

術
が
凝
縮
し
た
建
物
や
金
剛

寺
や
観
音
寺
な
ど
を
廻
っ

て
、
陸
前
高
田
市
の
風
土
に

触
れ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

民
生
部
市
民
環
境
課

　
　

吉よ
し　

田だ　

端た
ん　

三ぞ
う

　

■
派
遣
元　

岩
手
県
庁

　

昨
年
度
は
、
銚
子
市
教
育

委
員
会
で
総
務
や
施
設
建

設
、
管
理
な
ど
を
担
当
す
る

教
育
総
務
課
に
在
籍
し
て
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
最
近
、
自
身
が

直
接
建
設
工
事
を
担
当
す
る

こ
と
は
な
く
物
足
り
な
さ
を

感
じ
て
い
た
と
き
に
、
好
き

な
建
築
の
仕
事
で
復
興
の
お

手
伝
い
が
で
き
る
こ
と
を
知

り
、
派
遣
を
希
望
し
ま
し
た
。

　

陸
前
高
田
に
は
き
れ
い
な

山
や
川
な
ど
自
然
が
豊
富
で
、

銚
子
で
は
経
験
で
き
な
い
生

活
を
日
々
楽
し
み
な
が
ら
、

少
し
で
も
復
興
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
被
災
者
支
援
室

で
住
宅
再
建
の
支
援
業
務
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ん
が
、
な
る
べ
く

手
間
を
か
け
ず
に
支
援
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
日
々
心
が

け
て
い
ま
す
。

　

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
江
刺

市
で
は
、
海
と
い
え
ば
高
田

松
原
で
あ
り
、
子
ど
も
の
頃

は
毎
年
の
よ
う
に
家
族
で
訪

れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
盛

岡
か
ら
の
応
援
と
い
う
形
で

再
び
陸
前
高
田
市
の
お
世
話

に
な
る
こ
と
に
、
不
思
議
な

縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

派
遣
期
間
は
半
年
と
短
い

で
す
が
、
陸
前
高
田
の
復
活

を
信
じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
ず

っ
と
応
援
し
続
け
ま
す
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
高
田
東

中
学
校
の
建
設
や
仮
設
運
動

場
の
整
備
な
ど
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

　

派
遣
前
は
岩
手
県
庁
農
林

水
産
企
画
室
で
部
内
の
人

事
、
組
織
、
財
産
管
理
な
ど

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　

出
身
は
大
船
渡
市
で
、
約

20
年
ぶ
り
に
戻
っ
て
き
ま
し

た
が
、
変
わ
ら
な
い
気
仙
地

域
の
人
柄
の
温
か
さ
と
話
し

言
葉
に
懐
か
し
さ
と
癒
し
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

地
元
気
仙
地
域
の
一
人
と

し
て
、
陸
前
高
田
市
の
復
興

に
向
け
精
一
杯
努
め
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

建
設
部
建
設
課

　
　

田た　

邉な
べ　

　
　

久
ひ
さ
し

　

■
派
遣
元　

千
葉
県
銚
子
市

　

民
生
部
被
災
者
支
援
室

　
　

佐さ

さ々

木き　
　
　

祐ゆ
う

　

■
派
遣
元　

岩
手
県
盛
岡
市　

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　

森も
り　

　
　
　
　

光こ
う

　

■
派
遣
元　

岩
手
県
庁　

職員紹介 

４市
職員紹介 
市

復興のため、
ただいている
紹介します。



⑮

　

派
遣
前
は
Ｕ
Ｒ
リ
ン
ケ
ー

ジ
の
社
員
で
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機

構
の
工
事
事
務
所
に
工
事
監

理
担
当
と
し
て
勤
務
し
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
陸
前
高
田
市
で
働
く

こ
と
と
な
り
、
再
び
リ
ン
ケ

ー
ジ
や
Ｕ
Ｒ
の
方
達
と
仕
事

を
す
る
と
は
思
い
も
よ
ら

ず
、
驚
き
と
喜
び
の
中
で

日
々
の
仕
事
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

よ
う
や
く
復
興
工
事
も
進

み
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

任
期
の
中
で
で
き
る
限
り
お

役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
る
つ

も
り
で
す
。

　

深
川
市
で
は
、
埋
蔵
文
化

財
や
郷
土
資
料
な
ど
の
保
護

や
保
存
、
整
理
、
活
用
を
担

当
し
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
秋
に
震
災
復
興
工
事

に
先
立
つ
埋
蔵
文
化
財
の
調

査
に
従
事
で
き
る
か
と
の
照

会
が
あ
り
、
４
月
か
ら
こ
ち

ら
の
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

北
海
道
に
は
瓦
屋
根
や
竹

藪
が
な
く
、
当
初
は
外
国
に

来
た
よ
う
な
気
分
で
し
た

が
、
か
な
り
馴
れ
ま
し
た
。

発
掘
調
査
を
進
行
さ
せ
る
こ

と
で
復
興
の
お
手
伝
い
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

１
月
か
ら
復
興
対
策
局
で

防
集
事
業
の
用
地
事
務
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

　

福
岡
市
で
は
建
築
職
と
し

て
、
用
地
業
務
を
は
じ
め
、

公
共
建
築
物
の
整
備
、
建
築

指
導
行
政
、
ま
ち
づ
く
り
計

画
調
整
業
務
な
ど
を
担
当
し

て
い
ま
し
た
。

　

震
災
直
後
に
、
福
島
県
で

応
急
仮
設
住
宅
建
設
の
支
援

に
従
事
し
た
際
、
陸
前
高
田

市
に
足
を
運
ぶ
機
会
が
あ

り
、
今
回
の
派
遣
に
は
深
い

縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
業
務
内
容
や

職
種
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
分

が
で
き
る
こ
と
に
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。

　

震
災
直
後
、
気
仙
沼
中
学

校
避
難
所
運
営
の
派
遣
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
こ
う
し
て

機
会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に

縁
を
感
じ
、
感
謝
を
し
て
い

ま
す
。

　

陸
前
高
田
の
魅
力
を
よ
り

多
く
の
人
に
感
じ
て
も
ら

い
、
市
の
知
名
度
向
上
、
交

流
人
口
の
増
加
、
市
民
の

方
々
の
所
得
向
上
に
つ
な
が

る
よ
う
微
力
な
が
ら
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
廃
校
活
用
の
二
又

復
興
交
流
セ
ン
タ
ー
は
帰
省

す
る
方
々
を
は
じ
め
、
様
々

な
世
代
に
利
用
さ
れ
、
交
流

と
復
興
の
礎
と
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

福
岡
市
で
は
、
主
に
土
地

区
画
整
理
事
業
の
換
地
や
計

画
に
つ
い
て
約
20
年
、
そ
の

ほ
か
は
道
路
整
備
関
係
な
ど

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
都
市
計

画
課
に
勤
務
し
て
お
り
、
高

田
地
区
と
今
泉
地
区
の
土
地

区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画

策
定
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま

す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
の
業

務
は
、
市
の
中
心
部
を
再
生

す
る
と
い
う
、
と
て
も
大
変

な
仕
事
で
す
が
、
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
だ
と
思
っ
て
お

り
、
一
日
も
早
い
復
興
に
向

け
て
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

建
設
部
都
市
計
画
課

　
　

鵜う　

澤ざ
わ　

信し
ん

太た

郎ろ
う

　

■
派
遣
元　

岩
手
県
庁

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　

葛か　

西さ
い　

智と
も　

義よ
し

　

■
派
遣
元　

北
海
道
深
川
市　

　

復
興
対
策
局
事
業
推
進
室

　
　

西に
し　

尾お　

正ま
さ　

和か
ず

　

■
派
遣
元　

福
岡
県
福
岡
市

　

企
画
部
商
工
観
光
課

　
　

森も
り　

　
　

正ま
さ　

文ふ
み

　

■
派
遣
元　

佐
賀
県
武
雄
市

　

建
設
部
都
市
計
画
課

　
　

木き

佐さ

木き　

康や
す　

宏ひ
ろ

　

■
派
遣
元　

福
岡
県
福
岡
市

陸前高田
派遣

陸前高田
派遣

陸前高田市の
応援に来てい
職員の方々を
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男
女
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◆林野・その他
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◆搬送人員
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１人
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０件

０件

６７人

６３人

（２９件）
（２５１件）
（４２人）
（  ０人）
（  ２人）

（　１１）
（　１６）
（　２７）

（　２４）

（  ０件）

（  ４件）

（３８２件）

（３７２人）
※前年同月との比較（－８２）
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食改
レシピ

　詳しくは、健康推進課保健係（内線２４３）まで。

・米　　　　  １カップ

・大葉（千切り）   ６枚

①米は洗って３０分以上

吸水させておく。

②具材Ａと調味料Ｂを入

　れて米を炊く。

③炊き上がったご飯を器

　に盛り、大葉、ねぎ、　

　白ごまを飾り、できあ

　がり。

・さんま、さば缶を使用して簡単にできます。少量作りたい場合は缶詰の汁を入れずに

調理すると丁度よく仕上がります。

一言メモ

＝陸前高田市食生活改善推進員協議会３０周年記念料理集『絆』より＝

・ね　ぎ（小口切）３０g

・白ごま　　　　　  少々

魚の缶詰　　   １／２缶

人　参（千切り）   ４０g

ごぼう（２cm ）   ３０g

生　姜（千切り）１かけ

しめじ　　　　 　２０g

酒　　　　　大さじ１

みりん　　　小さじ１

しょうゆ　　小さじ１

  ■ 作り方 材 料（２人分）

魚の缶詰で炊き込みご飯魚の缶詰で炊き込みご飯

Ａ Ｂ


